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《短報》

原発性肺癌における67Ga，2°1Tlスキャンの臨床的検討
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木村　和衛＊
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1．はじめに

　67Ga－citrate，201Tl－chlorideはいずれも腫瘍親

和性核種として原発性肺癌の診断にも用いられて

いるが1・2），肺癌における201Tlスキャンの有用性

は67Gaに比べ劣るとされている3・4）．67Gaの肺

癌への親和性は組織型とその分化度にも何らかの

関連があるとされており5・6），201Tlにおいても同

様の機序が考えられる．著者らは22例の原発性肺

癌に67Ga，201T1スキャンを併用したところ，67Ga

よりもむしろ201T1において病巣が強く陽性描画

されたものが3例認められた．67Ga，201T1をそれ

ぞれ単独で肺癌の存在診断として用いるのみでは

なく，両スキャン所見の相違が肺癌の組織型，分

化度を推定するための情報となり得るか否かその

関連性を明らかにするため若干の検討を加えた．

II．対象および方法

　手術，経気管支的肺生検などにより組織型が確

定した原発性肺癌22例（腺癌7例，扁平上皮癌6

例，大細胞癌5例，小細胞癌4例）を対象とした．

201Tlスキャンは20iTl－chloride　2　mCi静注30分後

より，67Gaスヤキンは67Ga－citrate　2　mCi静注48

時間後より東芝GCA－202にて正面，背面，右側

面，左側面より撮像した．201Tlスキャン施行後
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3～23日（平均8日）で67Gaスキャンを行った．

III．結　　果

　両スキャン所見の読影に際しては胸部X線写真

上の病巣に一致して明らかな異常集積を認めたも

のを（廿），中等度の異常集積を認めたものを（＋），

異常集積を認めないものを（一）とし，（廿）（＋）を

陽性と判定した．組織型別に67Ga，201T1スキャ

ンの陽性率を比較すると（Table　1），いずれにおい

ても22例中19例が陽性で陽性率は86・4％と同率

であつた．腺癌における陽性率は6？Gaで85．7％，

201Tlで100％と201T1が優れていたが，扁平上皮

癌においては6？Gaで100％，201T1で83．3％と逆

に67Gaが優れていた．大細胞癌，小細胞癌にお

いてはそれぞれ60％，100％と同率であった．さ

らに同一症例について両スキャン所見を比較する

と22例中20例が陽性で陽性率は91．O°／．と若干向上

した（Table　2）．胸部X線写真上での腫瘤径はいず

れも3．O　cm以上であつたが，67Ga（＋），201T1（一）

群の扁平上皮癌の1例は6．2cm，67Ga（一），201Tl

（＋）群の腺癌の1例は4．6cmと比較的大きな腫

瘤径のものでも67Ga，201Tlの集積程度に差が認

められた．14例では病巣が201T1よりも67Gaにお

いて強く陽性描画されているが，3例においては

逆に201T1で強く陽性描画されていた．前者を67Ga

優位群，後者を201T1優位群とし組織型別に検

討すると，扁平上皮癌では6例中6例が67Ga優

位群に属し，小細胞癌でも4例中3例が67Ga優

位群に属した．腺癌では7例中3例は6？Ga優位

群に属したが，201Tl優位のものも2例認められ

た．大細胞癌においても5例中2例が67Ga優位，

1例が201T1優位であつた．
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Tab］e　l　Results　of　G7Ga　and　L’olTl　scan　in　primary　lung　cancer
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Tabte　2　Comparison　or｛67Ga　and　L’olTl　scan　for　cell　type
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Fig．1　（Casc　1）　Chest　X－p　shows　abnormal　shadow

　　　　　　ill　Ieft　lower　lobe（a）．　Abnormal　focus　ofactivity

　　　　　　at　the　lesion　was　more　definite　on　21，1TI　scan（b）

　　　　　　than‘’7Ga　scan（c）．
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　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）　LL－view　　　　　　　　　　　　　　（c）　LL－view

Fig．2　（Case　2）　Chest　X－p　shows　mass　shadow　in　left　S　10（a）．　Abnormal　focus　ofactivity　at　the　lesion

　　　was　more　definite　on　67Ga　scan（c）than　L’olTl　scan（b）．

　ハliif列1　（Fig．　D　　75島菱　　女’性　　llYK’　：）t‘ir’1・

　III｛和54年4月に左S6の異常陰影を指摘され精

査を勧められていたが放置，昭和55年6月には左

下葉全体に腫瘍が拡がった．

　67Gaでは軽度の集積を認めるに過ぎないが，

201T1では左下葉全体に明らかな異常集積を認め

た．L’01Tl　67Ga中），2（）ITI（十Dとした例である．

　，Jiiif列2　（Fig．2）　72窟亘　男’Mr．　1腺：癌

　胸部側面X線写真では左SlOに腫瘤を認めた．

（｝7Gaでは腫瘤に一一’致して1リ1らかな異常灯三手責を認

めたが，201Tlでは67Gaほど強い集積ではなく，

67Ga（十D，　L’OITI（・）とした．

IV．考　　察

　川i癌の核医学的診断はその（f：在診断1・L’・7）のみな

らず，臨床・上・∬要な縦隔リンパ節転移巣の検出；・8｝

などにも有用とされている．一’．Ji，　67Gaにおいては

組織型との匪1係が明らカ・にされ扁平一1二皮癌，　未分

化癌においては67Gaの摂取が強く，腺斗’6では低い

との報告5）や，‘i7Ga摂取率と放射線治療効果とは

よく相関するといった報告6）が見られる．L’OITIに

おいても」～茜のフ〉イヒ1皇（1）i「～iL・もの1こより　201Tl　a）規

和性が強いことが考えられると熊野ら9）は述べて

いるが，肺癌におけるL’OITIの糸iL織型，　分fヒ度と

の詳細は検討は未だなされていないようである．

　坂lllら：s）は1原発’｝生川i癌26例1こ67Ga，　L）（DIT1スキャ

ンを併用し，組織型別の陽’性：キミは扁平上皮癌1　O　te’il

においては67Gaで100％，　L）OITIで80°。でk）り，

腺癌9例では67Gaで44　Y。，201Tlで56°。で腺癌の

1例では67Ga（　），201Tl（1）のものが認められ

たとしている．今回，22例の原発性肺粒；において

67Ga，　L’01Tlスキャン所見を比較したところ，3例

では67Gaよりもむしろ201Tlにおいて強い陽’性

描画が得られた．組織型別の陽性：率は腺瘤iにおい

て（t67Gaで85．7°。，　L’OITIで100？。とL）（nTlが高く，

｝こた腺癌7例中21列は201Tl優位群に属した．扁

平E皮斗1；”iにおける陽性率は（i7Gaで100％，　L’elTlで

83．3°《，と67Gaカ㍉「～iく6f列il｜6f列1よ67Ga　f憂W：｛1”C

に属した．これらぴ）結果より扁平．上皮癌において

は201Tlよりもむしろ67Gaへの親和’性が強く，

腺癌の一部では逆に201Tlへの親和性が強いもの

が含まれていることが示唆される．

　また，症例に示した如く同じ組織型についても

67Gaで強く陽性描画される例と，　L’Ol　Tlで強く陽

’｝生描画される例とがあり67Ga，201Tlの腫瘍親和

性は組織型のみでなくその分化度とも何らかの関

連性があるのではないかと思われる．今回は22例

と症例数も少なくまた定量的評f面ではないために

客観性に欠けるが，今後も症例数をふやし定ぽ的

評価を加えるとともに組織型判定の可能性につい
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ても検討したい．

V．結　　語

核医学　19巻7号（1982）

　原発性肺癌22例に67Ga，201T1スキャンを併用

し両スキャン所見を組織型別に検討した．

　1）22例中14例においては67Gaで強い陽性描

画が得られたが，3例においては逆に201Tlにお

いて強い陽性描画が得られた．

　2）　組織型別に見ると扁平上皮癌6例中6例は

67Gaで強く陽性描画され，腺癌7例中2例，大

細胞癌5例中1例では201Tlにおいて強い陽性描

画が得られた．

　3）　陽性率は扁平上皮癌では67Gaが高く，腺

癌では201T1が高かった．

　4）67Ga，201Tlスキャン所見と肺癌の組織型，

その分化度には何らかの関連性が示唆され今後検

討を要すると思われた．

　本論文の要旨は第21回日本核医学会総会において発

表した．
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Summary

Clinical　Evaluation　of　67Ga　and　201Tl　Scans　in　Primary　Lung　Cancer

Takashi　ToGAwA＊，　Hiroshi　MoRIYA＊，　Toshiyuki　KIDA＊＊＊，　Toshiaki　HosHINo＊＊，

　　　Hisashi　KATo＊＊，　Hitomi　YoNEMoTo＊，　Koji　HosHi＊，　Hideo　MuRAoKA＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Kazue　KIMuRA＊

　　　　　　　　　　　　　　　　＊Depar〃ne〃’of　Racガ0108ツ，　Fuk〃sh〃na　Medica／Co〃ege

　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊Ca〃ce”α∫〃∫c　of　Fukus〃〃la　Medical　Co〃ege　1】rosp’ta／

＊＊＊、Fuk〃s／7〃na」日「ea〃乃！4d〃1’〃∫5〃atio〃Ce〃ter，〃ψρo〃Telegraph　a〃d　Tetepho〃e　P〃b〃c　Co．，　Fuk〃shi〃1α

　67Ga－citrate　and　201Tl－chloride　scans　were　per－

fomed　on　22　patients　with　primary　lung　cancer

（7adenocarcinoma，6squamous　cell　carcinoma，5

1arge　cell　carcinoma，4small　cell　carcinoma）and

the　findings　were　evaluated　for　different　histologic

types．　The　positive　ratio　of　each　scan　was　noted　as

follows：adenocarcinoma，85．7％on　6？Ga，100％

on　201Tl；squamous　cell　carcinoma，100％on　67Ga，

83．3％on　201Tl；large　cell　carcinoma　60％on　each

scan；small　cell　carcinoma，100％on　each　scan．

　　When　the　positive　ratios　of　67Ga　and　201Tl　scans

were　compared　with　histologic　types，67Ga　was

higher　in　squamous　cell　carcinoma　but　201Tl　was

higher　in　adenocarcinoma．

　　We　defined　lung　cancer　as　67Ga－predominant

when　the　abnormal　focus　of　activity　at　the　lesion

was　more　definite　on　67Ga　than　201TI　and　as　201Tl－

predominant　when　it　was　more　definite　on　201Tl．

　　Fourteen　cases　of　22　were　67Ga－predominant，

but　three　were　201Tl－predominant．　All　6　cases　of

squmous　cell　carcinoma　were　67Ga－predominant．

Of　7　cases　of　adenocarcinoma，　three　were　67Ga－

predominant　but　2　were　201T1－predominant．

　　The　a缶nity　of　67Ga　and　201TI　fbr　lung　cancer

seems　to　have　some　relations　with　its　histologic

type，　and　its　degree　of　differentiation．

　　Key　words：　Primary　lung　cancer，67Ga－citrate，

201Tl－chloride，　Histologic　type．
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